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研究余滴
伏見・灘 f清酒蔵j見てある記
一日本五大清酒蔵を中心に一
小林恒夫
エッセー掲載の目的
佐賀県は、秋田県から佐賀県に至る、かつて
日本酒消費量の多かった「日本海沿ベルト地帯」
(山本茂・ 1983)の最南端に位置し、その跡かた
は少なからず確認されるが、同時に灘・伏見の
大手清酒メーカーとのつながりもあり、今後の
佐賀県における清酒生産・消費の推移も大手メー
カーの動向と誼接・間接にかかわりがあるため、
それを見定める目的で、本稿は日本清酒業界を
リードする大手メーカー自体を烏l撤することと
した。
1 .日本二大溝酒生産県一-5割に迫る一一
我が閣の清酒は現在でも、製成数量(製造量)、
課税移出数量(出荷量)とも兵庫県は日本一、京
表琶湖の製成量および課税出荷量における割合
の推移
製成
数量
課税移出
数量
資料・国税庁ホームページ。 2011年6月閲覧。
都府が同二位に位置し、この二県で現在では4
割台を占め、 2000年代にはその割合が上昇し、
2008年は5舗に近づいている。もしかするとそ
の後、 5割を鵡えたかもしれない。
それは、大手清酒メーカーが難地方と伏見地
方に集中しているからである。
2.上位清酒メーカーの位置
一一10大メーカーの清酒出荷量シェアがつい
に半分(50%)を超えた
それを見たのが表2である。表から 2つの動
向が読み取れる。
1つは上位5位(ベスト 5)に灘と伏見の大手
メーカーが位置していることであり、また上位
5位(ベスト 5)がシェアを伸ばしていることで
ある。現在の 1位は白鶴(灘)、 2{立は月桂冠(伏
見)、 3位は松竹梅(伏見)、 4位は大関(灘)、そ
して 5位が日本盛(灘)である。この表2の実態
が原因となり先の表 lを結果していたわけであ
り、言い換えれば、表2が先の表 1の証明とな
るという関係にある。
また 5位(ベスト 5)のシェアが伸びている。
1970年の2割弱から2005年以降は3分の 1ほ
どに伸びた。大手メーカーの生産シェアの拡大
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を確認することができる.
2つは、 5(Q-10位のなかに新たにil編され
たメーカーがUIてきてシェアを甚大しているこ
とである.それらは世界.GやオエノンGの出
現と伸長である.また5位-10位のシェアも
1970年の10%弱から2008年には15%強に伸び
ている. なお~IIV~怖は 5 位以上のほうが高いか
ら、特に上位5位への集中が進んでいると且ら
れる。
こ札らの結果.J二位10位(ベスト 101の生産
シェアが1970年の30%弱から2008年には5酬
を制すまでに艦大した.
3 世見白書置
(1)月桂冠
最寄りの駅である京阪電車(京阪本蹄)町中曹
島駅は阿の変哲もない地方の中小駅である.駅
周辺には両府連軍物はほとんどな〈、地方鼎市
のたたずまいを見せている。駅の北側の商m街
のメインストリート周辺町泊聞は舗賀されてい
るが、その車側の日宅 旅館街の開地は控いだ
けでな〈、砂利や土の遣であり、珍しいという
か聞かしい感じがする.
その狭い砂"1垣を縦横に桂けてい〈と、学泊
川振読と呼ばれる小さな川に出 全体風世が削
げてくる.そして、川の向かい個に月時冠酒泊
の蔵の煙突が見える.この川がかつて、月佐冠
~ど、 ζのー帯の主立った伏見清酒場(蹴)酔に
米を運び込み、またそこから猶を運び出す械通
路だったことが分かる.
これらの伏見市稲雌に行くためには.この川
に奪!かる慣を置っていかなければならないが、
惜の名前は『べんてん惜jと官う.それは、その
陣の弁財天日岨与という守の名前にちなんで付
けられていると推酬するが、守のIJ柱の両側に
は月桂冠の大きな拙樽が lつずつ置かれている.
また、ベんてん慣の両サイドには十石舟と印刷
された輔が6本立っており、 1面に円を修すと.
十石舟らしい展陪舶が6盟浮いているだは昨
在、この川町別の捕を置った時に、ちょうど明
かりを点けた数挫の毘形舶が者もなく 11面を過
ぎて行〈のを見たが、それらがこれらだったと
推県きれる.
この幅から北に50mほど行ったところに{月桂
冠大蔵記志朗』がある.また、建物の断!の追を棋
んで、普通乗川11>>1およびパス聞の広い駐市場
がそれぞれあり、既に見学則のパスが止ま って
いた。
盟主館は重要文化財に指定されており、 入り
口付近には酒に関わる帯話会専の催し物のポス
ターが貼ってある.
史意館の中は 酒造川具の展示館と月控冠の
歴史をパネル符にまとめた部眠、および試肱
即売掛からなっている。且学者が定動車まる
ごとに随時.社nや説明ボランティアが税明
案内して回ってくれる.また、 これとは矧l述、
事前予約書カ旬、れば In3回. I時、 2時、3
時に、記意館の陽に酔股された蔵の中を見せて
〈れる.払はI時に予約Lて他のグループ曲名
とー績に離に入れてもらったが、今の時期は既
に杢の酒造りは棋わっているので、躍だけを且
せてくれることになっていた.
記念館で印卑に残ったことは 明治時代に
入って外国から防腐剤が繍入されて泊酒にも世
間されるようになった中で.IJ本初の防刷剤鰍
揖加の瓶詰帽を尭売したのが月桂冠だったとい
う説明がなされるのだが そのときの立伝ポス
タ に措かれた女性白星空が当時としては余りに
刺普段的というJH!1[で文字通りお歳入りとなって
しまったという、そのポスターであった.撮IJ
01くということで、もちろんカメラに納めたが、
唐津に戻ってから聞けたらフラッy ュのお陰で
真っ白に写っていたので本摘に抱量不可能で
あった.
配意館と厳の北京都に3階建ての豪修な本社
ピJレが建っており、またその北岡500mほどの
ところには出入口が北南2カ所もある昭判部2
離という巨大な工場{ピJレ}があった.
い白
風情ある川と煙臣
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配意囲
昭和磁の入り口と強大な工I1
(2 )黄桜
月佐冠大蔵記意館の北西300ml孟どのところ
に、 1866年に鹿本龍馬が販に襲われて逃げた旅
館寺田屋が今でも営業しているが(前直は残立な
がら満室で私は泊まれなかった]、その車側と、
ぞのまた北側の2プロック町大半を貰般酒造関
保の施盟が占めている.なお寺田屋のあるブ
ロックと黄桜酒造のあるブロックの聞の路地は
『竜盟通りjと呼ばれ、露天が並んでいる(写真割
霊)。
さで、 2ブロックのうち北側のプロックは
fカッパカントリ 』と銘打って、黄桜記念館と
カッパ王国首桜荷唐の2つの建物があり、北
側半分にある中庭は農産物 加工品などを販売
する直売所となっており、ともににぎわってい
た.黄桜記意館には、本酒造のキャラクターが
なぜカツパなのかのいわれや漫幽家の紹介、あ
るいはその原画などのパネルがある部屋と、生
園田カヅパ物語をまとめた部屋町2部屋がある.
また カッパ王国黄桜商腐とは、黄桜爾造の
消酒と賀桜グツズの販売底である。
他方、南側のプロックの大半は工場(蔵)であ
るが、その一角を展示館としている.展示館は
こぢんまりと
しており、 l校
の蹟桜酒造歴史
年表と誼明ビデ
オ、および酒造
道具畳十点が並
べられている。
またその入り口
に、酒の即料
水を{英昧しい
水jとして市民
が概科で自由に
持っていける水
道蛇口があり
何人かがホース
から持参したタ
ンクに水を入れ
ていた.この水
こそr{R水」と呼
ばれ、この地に
日本有亜の酒造
躍の立地を促し
た型国に他なら
ない。f杭見Jと
いう地名の由来
は、この艮き世 伏水
話i水の名前から来ていると言われている.
煙突のある工燭
(3)世界置クループ
黄桜から50mほど東側に京姫酒造(韓)と いう
世界眉グループに属する酒造班があり、工場犀
上にf世界閣Jおよびその績に『京姫jと大書した
看極が且える{写真)。賓2でシェア甚大が注目
された世界鵬グル プとは、 HPによると 埼玉
46 研究余福留
県に本社のある江戸畑l創聾の{徐)小山本軍酒造
(世界属小山車グループ)と呼ぶ立品商社で、表
2で見たように、現在清酒出荷量生国6位の企
業で さらなる規模甚大を目指すとある。
グループ向の消酒メーカーと Lては、小山家
酒造(埼玉県上北鹿{軟岡県)、越桂桜酒造(新揖
県上雪姫酒造(新潟県上京姫酒造(世見写真
参照} 浜掴鶴錨醜(置写真参照)がある(註 110 
(4)玉立光酒造
黄桜から lkmほど、また月桂冠昭和離から
300mほど北に行ったところに本酒造はある。本
酒造も濠川という川沿いに立地しており、かつ
ての酒造業における川の亜要性が確認される。
本酒造に寄ったのは、まずは本酒造が今日で
は常識化したf純米酒jを戦桂日本で最初に遣っ
たからであり もう lつは 出身杜氏について
確認したい立があったからである。第2政大轄
中白米不足に対応して醸造用アルコーJレを添加
する清酒がまみ出さオL それが日本酒造揖界を
席巻し、 1963年まで続いたが、 1964年に鍋器
加清酒という名称で醸造問アルコール鼎添加の
がI酒を轄佳最初に遣ったのが本社だと言われて
いる{註21。そのことを強調するように、本酒
造の躍の建物の壁にはf純米潤玉ノ光酒造』と
大害されていた.
きてもう 1つ、年1J;が少々不明である難点が
あるが、端本(2006)が本酒造の杜氏について『但
馬杜氏の上田恒夫さんが製造責任者ですJ1註31
としているのに対し、高瀬12008年}は『杜氏は
総本喜四志氏1621で、 08年で3造り目というこ
とだが、それまでは石川県f手取1Jで40年勤め
上げたベテランの能畳杜氏だ。J1註41と書いて
いるため、どちらが本当かを確かめようと向かっ
た駅だが、休日であったため、酒造場-*~が全
て閉まっており、目的は果たせなかった。
なお、閑保者を探して屋外貯蔵タンクのある
蔵のプロック周辺を見て回ったら、その西側の
プロックも躍になっており、本社の生成置は少
なくないと思われる{註5)0 
(5 )宝酒造
本社は京都伏見区にあるが、神戸置にある工
場の写真を4161に拘蝿する.
12時になったので中曹島駅に戻り、京阪本綿
で大阪方面の京摘駅を目指す。機備の万歩計を
見ると世見での歩勤は1，916!l>となっていた。
4 理由酒蔵
( 1);盟I今浬郷J. r西宮郷l
種五郷の西端のI今樟郷jからその西の『西宮
蝿jに掛りて 名神高速道路の南個に沿って「躍
通りJと呼ばれる道路が走っているが その週路
に泊って束のほうから、大閥、日本盛、辰馬本
家(銘柄は自鹿)の各メーカーの蹟等の関係施設
が並んでいる。そこで私は車から西にこれらの
闘に見て歩いた.
(2 )大関
阪神本綿の甲子園駅から西側2つ自の今津駅
の南方500mほどの一回町街区に、大関酒造の
本社ピル、総古研究所、蔵(工局群)、そして専
用物流センタ←がひしめいている。そして こ
の街区の繭には今部港が すぐ東には名神高速
道路の西宮インターがある。というより、因巣
関酷はその逆であり、両宜通手段の近〈にこれ
らの諸施設が立地したと推測される.
第一印象は閤陣取地の広さ、屋上に赤字でf大
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酒霞通リ
見上げるほどの巨大な屋外貯蔵タンク
研究所も
閲jと大容した晋恒のあるやぐらのようなピル、
および6階建ての本社ピルの見上げるほどの高
さ、そしてカプセルのお化りのようなずんぐり
と太いタイプの屋外貯蔵タンク群などであった。
なお、佳述のように屋外貯蔵タンクの形は各社
それぞれ特徴を持っており、大きさは異なるが、
大関の物と佐賀県内のいくつかの蔵の物の形が
似通っているのは 提掛関係があるためと推制
さオLる.
本社ピルの門扉は聞いており、戸市I所には輯I
色の制帽制服の悼員が2名ほど詰めていた。
なお、大関では記意館展示館のたぐいは殻
担しておらず、また蔵見学などのイベントも行っ
ていなかった。
(3)日本盛
大関から北東へ lkmも行かないところに日本
盛の関悟施設があるe ここの第一印象は屋外貯
蔵タンクが縦に長い(高も、)ことである.屋外貯
蔵タンクのそれぞれ多嫁なIBにはどのような意
味があるのだろうか.
本酒造でも蔵見学は行っていないが、ただ、
関師敷地の一向に、慨し物会場(会議室 ホール
など)やレストランガラス工房エステコーナー
なども一拍に入っているが、消酒製造工程や消
酒亘知識を示したパネル・パソコン、和lき酒コー
ナ一、清酒等販売所を設けた、 f酒造通り蝉瓦館J
という事rIn<J施肢を駿闘しており、 2階ホール
では清酒にちなんだイベントも行われている。
酒造通り煉E館
(4)宮水摂取所
日本盛のすぐ西の一向に、 主立った酒造蔵の
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宮水採取揚が並んであり、またその近くに『宮水
尭符の地Jを示す配意碑が建っている。
宮水発符白地(12念碑}
日本盛の録取1
白Eの揮取渇
大聞の縁取1
(5)辰馬本軍(白鹿}
本酒造は滑酒販売量シェア12位の清酒メーカ
だが(註6) 白雌祈念館と同拍車博物館の2つ
を観世している。前者は清酒製造に閲する歴史
文献や葺術工芸品を展示し、 f圭者はかつての煙
突付き蝉E蔵の中にかつて匝った盟々の木造の
酒造用具を納めた建物施設であるが、 2つの施
設とも述物も古めて展示品の買の商さとコンパ
クトな整理技法に聴いた.なお、記宕:館に収容
されている文献 宙科の中には尾瀬あきらf!子
の酒J(講談社)と同『蔵人クロードJ(小学館}も
古まれていた。
そのほかにもf白鹿クランツクス1という名の
レストラン即売所があるようであるが、行き
そびれた。
工渇
明治伺J酉一
情物館
(6 )宝酒造「白壁蔵j
京都世見に本社のある宝酒造は、置f魚崎蝿J
の一向に大規模で近代的な工場(蔵)を建ててい
る.本酒造ではこの磁をf白聖雄jと呼んでいる.
青木駅からm方面に引き返してこの工場(班)
を見に汗ったが、休日のため門扉は閉ざされて
いたため、周辺を一周したところ、屋外貯蔵タ
ンクのIDがこれまた他のメーカーの物と異なり、
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水禍や盟抽タンクに似た、平べったい円桂陪を
している。こうして、いろいろな胞の鼠外貯蔵
タンクを見ると 上述したように、ますますこ
の匝訟の形に興味を持つようになる.
白壁蔵
圏外貯蔵タンク
(7)彊 I御E郷I
御Ij郷にb吾〈の有名な酒造践が並んでいる
が、車の方から西に向かつて浜制闘時醜工臣、
術正宗 自闘を駆け足で見て巨lった。
(8)軍備居時画工贋(世界鷹クループ)
葡正宗の衛施般の*個別日mほどの辺りに本
澗庖がある。展
示即売所もあ
り. *た見学会
も行っているよ
うだが、締め切
り時間が過ぎ
入場はできな
かった.本酒造
も世界属グルー
プに属し、者間!
の通り、時限酒
を巾心に製造し
ているようである.
(9)葡正宗
シェアランキングは全国9位であるが 関連
施訟が多〈、また敷地面積も広い.質料館もあ
るし、その南酬の街区には『文化本軍部総古研
究所Jもある。また近〈には開米工場や専門物
流センターもある.せめて貰料館に入るつもり
だったが、上述のように時聞が揖かり、閉館時
附116:30に聞に合わなかった.
(10)白語
硝正宗の諸胞世から北西に500ml1ど行った
辺りに 屋上に『向圃Jと大轡した晋極を乗せた
6-7階建ての近代的な工場ピルとそのli1にl
階処ての細長い古風な置料館が見えたが(電池切
れにより顕能不能}、こちらの資料館は16時ま
でと輔正宗よりも早〈‘間に合うはずがなL、
門腕は聞いており、 1"聞所に係員合川、たが、入
るのはあきらめさるを同ず、改めて出直してく
るという宿題を捜して柑遣についた。
凪寄りの住吉駅でnup-に飛び乗ると 闘が坑
み掛けていた。携~l~の万歩計を見て計!1すると
曜で歩いた歩瞳は19，252<1'であった.
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